








































































































































































































































































































































































































『北東アジア研究』第 31 号（2020 年 3 月）
− 122 −
る専門分野による視点の違いや、認識のずれ、ないし誤解はあったが、異なった視点から
の問題提起により、筆者が本書についていっそう考えさせられるきっかけになった。学際
的手法をとったことによる不備の点、異なる分野間の対話を成り立たせるために乗り越
えなければならない「壁」を認識させられることもまた大きな収穫であった。その意味で
は、このような批判的な書評を引き出せた本書の冒険は意義があるものと思われる。書評
の評者に改めて感謝したい。
 （LIXiaodong）
